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上述のbくして生じ1=叫uスとEtLヒ水窯は出二内

の如】く戦の多い大気中ではGrZi:に正拡して,肝と

水(:tlつてしまうことが知られている.又珊は大

ljt中の左京.二
より材とさLlて紐と.I_･
るl=めt二も温空

が下る故.こ
捷化ま群=放.タる薙氏JjEKスを罪鼓正筏r二
⊂:!T屯するこC.
三危没芝が芸々婚大する.,
必ず一定空〉持

時T;打をtく必空がある｡
次E=比化水粥空先より諾い

ガスは荘也新二与…り災智の脂をILすことが多いL:云
I)九でいる｡この点も充分注二はがaL)れ,'Lくではなら

ないと考入られる｡

PILt托

ユ三∪二の実改姓-LJ<に考摂'こ上i'Lは.
策政後ガスと放化

公との反応による組成の果敢故HAが非法･,1-るこ

と,.'Jt明らかとなり,
発較正技に於.ナる
枝1Yス中の敢蛇

化合枚の合有丑はqi牧でも此奴/L臥存在しはること

を朗らかにLl=｡そして同法に粕 LT=敬合でも鮒 と

鞄を含/L/T'rITJ:い場所では発鼓桟ガスJM:は概 化合

他の有拶丑は河定されなかつ''二｡勿組 捜Hス中の

十鼓化が～兼やニト.]一ゼUスに対しても充分注玉書ま

でLt/_-けftはTLらTL.I.

以上のI頓 はr屯有効 舶 所の酔臨各位の雑犬

TLるla接と払力を7iて突毒されT=ことをたし.宕葺く広

勤の丑を貸し1す｡
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発破後ガスの試敦について (手相 )
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I 猪 首

W .=於で誘エし■こKス淵fE妓jdに任茄が坑内で実

用される場合の葵 鼓幾uス粥政娘正として有効である

点を打をし''こ.英後笈内 こ放て売払捜ガスのき勺輸i･実

包し'にから.その抜染及Uuス有BjiはJLinでの榔 巣

について設告する｡

lL 試験方法及格典

l.Kス蹴 坑道に放ける拭除

et粕 範的l∝厄を巳抱に鼓.gtL,=)匂軟骨菅でた

蛤し,月をL!;じて功分P..yE拝しI'=抜糸… の*JL諒
よりyスRF･孝三宗碇して･1鎧化yE兼は1201藍.雌 g

スは91相 良藍CO･h 析法文をIIJ.･て分析しT二｡_T(0℡

Ei北川式拙 守で沌 して見Lたか正だ哉丘L'_'っT=ので

今田は他 .=LTLr.-こと:こしT:｡

和 び吉架を芋等ヲし.'=ui･表 lに推ける｡

表 lI=は平A;3匹を籍 iJたが,この稚 [=放て腕蔭か

ス及び.一点化朕兼の発生宜は技〝ス印 Iの分析f鼻梁に

主脚拙 の冒講を講じて7g/I.Fu主::当り脱炭jY入費

N Pr●1=I,-qlN JL lt

試 故 L")敦 4 8

鰭 ,,;≡ .:; L諾 .薫 17ト 喜

生地は1懲 仙 gr隈は順 尭生血はむ tlkgのほら

さがあっ1=｡これは分析折監のみでfLく声q右抜作:=も

よるものと考えられるが平均LJL｡

2坑内L=放ける筑殴

後ガス妃が凱 inに於て耗臨したと同じ枇 nの焼串

を鉱山に送付し,通気の余りj:くrlい適当tJ堀皿切顎

J'(限 してその切羽の｢莞鼓を行い.できるだけ遜(=

引立前IqSTnの肝で天鑑附近の境完をゴム球:=F:り,読

外.二婚'･J出し脚 用-一億 †ヒgi栗分析耗荘(J三0盛り及び

･SE78 用 一 ル ′ソ分析法丑を用いて邦 LT=当 日の ria

に一頼化Pi=!,雌 qス茨U艮宗を分析しT二.h'0:は

北川式… に上る腔基節 ,+_Lけを熊石し,-=｡その臣

gス井村は ICb の注射番に採り坑内でih:I,に25%で

故知珊 ニalじて析 し,た.

az'兼良lこ当ってほ三ヤー̂ ',･ブは閉めてtきuス托
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CO:%'は碓蔽Srの成魚叫のCO=ガとた13rいた.

筏の2つはCOzの珊足に労研tlH:Jllい た｡

_Tl10才‡はPq坤r=2醐甜足し補いガをIllい7=8

宏特科は局免市廿のSBか3分以h.専火扱苑蔽cDtB合5-10分位である｡

11を昇った攻で附 くこととLI=｡

阿料の探寂は多 くの船 救命揃を用思し′._鉱山岬の

】批妊隈の応題のもとに行つ7二D出2に全文山'=於ける釈

放稔県を招ける｡

苑蔽黛〝ス印Rを矢托し■こ生山の切羽の寸法はef中

として河山丑山22×20m.朋子生山210〉(18Tlt,佐々

迎鉱山19×11mであっ/二｡そして〝ス田村を採収ナ

るgl蝶蛙は大体ilZip:ihlから20-30Inまで琵己れて召ころの

が苛立丘であっT=｡糊qT.=上ってT4,坑j宜の宍ヲ!!=そって

もつと;霊一･題だよで放れたこCもある｡15!ほ一役に引

立の附)丘の抑 1切状をtLしてLI=｡

町 世故結果の考蕪

誕 2に掛 ブ[=鉱山服 の鎚月王によれは発故の坑水小

の各班かスの流FEは相当大きく変化している｡之l=は

発破の状扉や切羽の状況及び試料紺 等多くの好日力

あると考えられる｡

有村Vスの洩JEは-環化柑 のみにつ一て .I,明tこか

(:危険TL喪炭である敬合が多 く.こい7-ゼら荷:在す

ることを考えれば迩穴の恋い場所'Tは発散後〝>の'47

和性に対して充分な即 を葬IJ'ることが粥である｡a

坑に放ては激 の11は会式慾山に比放して大鼓良好で

あるが.通気1:思念のある場所では曾虎を賓すること

は駅であるE,

次に河山,卵子,佐々速の各鉱山で釈放LT'2-rl箭
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桐に対する椿果中から伽 が同じく85本の複合の,.,

を堵入て見る::CO_4ら-13,A.1,COo37-4 03,̂∠と

雅 の必定変化している｡これ.iI)して同姐の鰍翁で

も藩政技Uス漁空は番台:=よって印当大き く変 化 す

る｡果敢ガス4･岡田とする段この点に J,監15:しく.くて

はILらILい ｡

上述の如 くUス熱度の怒,yiは助合で大きなものであ

るが CO/CO三の比は 009-005で比敬的 二整異が少

ド.この比の仏も細 の倍速状飴や二次圧注､等■=左右

zLttろのであるから完投状況t=1るのであるが,一指

に出た〝スは榊時にnl:分滞するとは考えられず空託と

性先王E成〝スとのiE合の現生I:は余り影寧されT_いと

柁昏≡れる｡そ.Tl故鉱山に放ける‡頓 の如 く爆発生成

ガスを巧閉して在･.て 均一に改坪することの園児Ir甘

食E=放てはCO/CO空の比は概 から生ずる1/ス丑の推

定l二村Jilである｡誕37:粍 持梁に誠くCO'CO王の呼

笥妖今姫げる.

茨3 CO-CO:のil

糊 帝朋 二や新制 怒 仕

後u久rrn妓坑泣 0091 0076 0084 0OB6 0102

eE H11で噂 D(旭【) DOSO OO70 0CBI 0too
裳 3i･見ると慾か入船 且に放けるCOCO:の班

と故山沌 l=於'1る蛭とのriEには樵かIL臣がある.こ

れは伎JYスネ脚 と発車の井畝との色7E仔のm果(:∫

るとiJ考えられるが前述の=qrgr餌の鉱LLl経 の齢



2L2 エ斡 火 張 塩 食 思 か 目 せ 如 Llか

CO.CO≡の比がO09-I,a.05 こいう戊と比較ナL,Lは余

り同盟ではILいと考えr>zlる｡

次に 技Vス托架坑泌 こ於ける汚展と坑皿打rlとから

抑 lル IC雌 ガス次-J-.n化椎 の狩生政と比較する

1.'め殿 中の次男が的 顎 1fスと-倍化淡紫lこなると仮

定して燥菜のE合成分とCOCO.の中箱Lgから町井L

l=畑 ガス71ぴ一鼓は脚 ご発蓋止を淡Llに抱ける｡

T< < 斗iElk完ユDの発生it

崩 新柄 =･11号予期 j IECOeLOCO:CUCOeCot.0:COCOACO

諸 管宕l<613 13BIOl331- 127.1-27 .3

2,t警官と16215 1521.jl12 ,18】0,29.3

1lt警官と1丘7.0 】558.<3】0 .2L7129-3
tt I.)<Ll日,2暮三枚ガス油i&5:iかつtlで 3は&r川に於け

る拭きや二果J=よもはlIある｡JIH正はLn=g

<讃二鼓窯によれは径かス詫災ち'iigI:Btける鳥 累 と

ei山に於する払黒とは大体十監している.uス穐廷坑

近(:負ける宍投では鼓分配現することはモけちれない

の(:一匹圭一と炎栗の発生丑が多くであるのは榔 書手の

姓氏 こ1るJJの と考えられるQ

TlU鰍 二は外tg文部:=見られる盲t､夕王政耗柴を引用し

て技Uス托妨坑道の指先を耶 した｡然し上述の軸

搬 上ヮ,紬 した転用のほ発に対しては坑内で依用
されるFbの一散†ヒ班沼の発虫血の基準こして筏uス柵

雑組 (:於て現在の執殴降rFで袖 し1=蜘 王を利用し

18ることが朗かとrjつ1二｡故一二島qI_'牧舎をĥけは他

の恥 の拭飴に対して J)妓gス倣 坑道(i有軟 .出典

を与えろものと考えち】tる｡

V 結 陪

缶切金成鉱山用轍 の党政按uス轍 を鉱山及び幾

uス招絹糸:iiZでダミ托した｡

生山に放ける発故h.技の坑式中の蜘 qスのif

虞は柏 の杏妊相当変る｡そして石狩dスの合有Jiは

危険IL樫艦にfLろこと,Jl多'.､｡

横〝ス鉱錨坑誼に於ける相 の経粟と位山軍政の揺

発とほ大体-表して'.1る.

拝礼 ij蛾 の実だ 二当り僅々賢左証と応譲を下さ

つ1=各鼓LLlの脚 .二誘 く戯 安します.

g考文政 ))仁多.爺畔.FI歩,a-笹払 07.咽27勾ま

(1925)

爆 薬 猛 虎 の 実 験 的 研 究

(vl和 29年 1ノ116El 真相)

桜 rr 頭 相

(n讃こ泊正式忠エa)

妨m報 国体 (鈴)内の衝野波の形成について

Il 芯 iil
崇E:が形成されることがあることをはめ.次の柏 の

糸口としている｡

漆莞 こよって種々の物佑Jをは するとき.その槻 eZの伝はん速攻は,蛙漁かlJ.ト如 nの雄 二見て

し.,rJJ3;､ここって.払改虹だ,はか{=りI:兵ることが予E 2瓜 ･･一茂XO11-′Sの位を元し,朗らかに者の平定脚

;れるが.これらの効果.二次はナ卿 の也伐の薫に田 速度 I′Jよりも大なる榊 がある｡

iる知丑は.鮎 の択旺Jzなす-きものである｡こ iT_,批 正の減 の頂様から.この札 脚 tLこ於

o)仰超は.｢殿 と肺 ナる媒体の地 に拍びついT= ける者芯を絵記し1二が.ほほ V.に一致し.短点rF.

絶類の伺団｣と賓i'Jして℡ うことが出芽:るが.この組 中のTEilよりいよるかに大であっ1=｡

-㌻廿はすい分改雄である心 この臨帖中の応力故SIZEの空軌 こよる新し-測定法

この崇f賢は▲媒体として鉛を人らんだとさ.願 に の穴致折は主に T .TitT(ユ095g/亡C)について元し

ょって発生した仏力掛 ヱ'鬼の罪蛙むよりもBlく,甘 I=が,東和従来の拓文献を藍乱してR篠 に上って発生
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